
 

 

 

 

 

 

 

洛西フリースペース 子供達に自主性を 
前回（１０月２１日）の「ふらっと・西京」のトップを飾ったのは、

洛西で子供達に週末の遊び場を提供してきた『洛西フリースペース』の

方々でした。ここには未就学児から中学生までの子供達が、学校の授業

のない週末に集まってきます。参加人数は平均で十数人ほどですかね。 

やはり昨今流行りのテレビゲームが主流ですが、体を動かすことにも

結構熱心だそうです。屋外の広場でサッカーをしたり、テーブルを並べ

て卓球台を手作することにはまった時期もあったとか。スライドも何枚

か見せていただきました。多少とも年齢差がある男の子や女の子が一緒

になってテレビゲームに集中しているのは、不思議な光景でした。 

何をして遊ぶかは子供たちが自主的に決め、そこに一切口出しをしない方針だそうです。たとえ共同作業に不

適切に見えるゲームであろうと、子供たちの意思を尊重することが最も大切だと、フリースペース代表の中道秀

貴さんはおっしゃいます。この点で『放課後まなび教室』とは根本的に違います。とはいえ子供任せにすると言

い争いになり、極力干渉しないつもりでも仲裁に入らざるをえず、四苦八苦することも。 

 私たちが育ったころは学校帰りにおしゃべりに耽ったり、帰宅してから再び外に出て気心の知れた仲間と『か

くれんぼ』や『鬼ごっこ』や『ドッジボール』といった単純な遊びに一生懸命になったものでした。しかし最近

では洛西も少子高齢化が進み、子供達は仲間づくりもままならぬ上に大人の過干渉に悩まされているのでしょう。

このような状況で『洛西フリースペース』のような子供の集団生活での自主性を尊重する『場』を提供すること

に大きな意義があると思います。（塩井かおり） 参考：洛西フリースペース http://rakusai-fs.wix.com/free-space 

 

 

 

 

６つのテーマが出され、語り合いが行われました！テーマを提案した方の「記録シート」をもとにまとめました。 
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子どもと関わる大人の役割について 

・ゲームをしている子どもが多いというがずっ

とやっているのか？→子ども達でルールを決

めてしている。ゲームもコミュニケーションツ

ールの一つ。必ずしもゲームが悪いわけではな

い。 

・公園をもっと活用できないか。遊具を変えた

り、火が使えたりすると、子どももよろこぶ。 

・大人が楽しむことが一番。そうすれば子ども

も乗ってくる。何かさせるのではなく、一緒に

すること。 

10 年先まで続くための、地域密着イベントのあり方 

（これこれ企てたい） 

・10 年→生活様式が変化するので、その時の時代に合わ

せて変化していく。 

・地域の小中学生も「祭」に参加できるようにする。（小

中学生が出演者や役にあこがれが発生する） 

・情報をまとめて発信する（各個人の発信では弱い）。地

域となじみになりたい、地域と仲良くなりたいといった情

報を発信する。 

・豊年祭のような毎年の恒例祭になるように地域に定着さ

せる。 

今日のふらっとさん 

 

洛西フリースペース 

代表 中道さん（左）と副代表 米原さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

平成２４年１１月の「ふらっと・西京」にて、「近所に独身の人が多いな」から、「婚活」をテーマにして話を

したチームから、平成２５年２月に誕生いたしました、「西京・ふらっと婚活」を紹介します。 

「西京・ふらっと婚活」は、近所の方々で、３０歳以上での独身の方々を多く見かけるので、その方々に気楽

に人と人との触れ合いの場を提供し、地域コミュニティを図り、その中からカップルが誕生することを目的とし

ています。 

平成２５年９月、平成２６年２月に西京区役所で開催しました。 

２６年度、２７年度に於いては、京都市・向日市協働イベントである「竹結びフェスタ」から委託を受け、「竹

結び婚活」を支援させていただきました。 

パーティの内容は、以下の通りです。 

①緊張を解す為に、西京区をテーマにした、「Ｙｅｓ、Ｎｏゲーム」 

②参加者全員と語り合える「お見合い回転ずし」 

③気に入った方にラブコールする、「フリータイム」 

④気に入った方を記入し「マッチング」 

⑤マッチングの集計中は、お楽しみの「ビンゴゲーム」 

⑥「カップル発表」 

過去に多くのカップルが誕生し、結婚のゴールにつかれたカップルも数組誕生いたしました。 

２７年度の「竹結び婚活」に於いては、男女６０名が集まり、７組のカップルが誕生です。 
 

スタッフ約２０名は、全員ボランティアではありますが、プロ顔負けの頑張りで参加者を盛り上げてくれてい

ます。 

来年度は、５月１４日（土）に西京区役所で「西京・ふらっと婚活」と、１０月頃には、「竹結び婚活」の支

援を予定しております。 
 

ボランティアスタッフを募集しております。純粋にカップル誕生の感動を体感できます。ご希望の方は、実行

委員長の前川（携帯080-3758-2847）までご連絡ください。 

西京・ふらっと婚活実行委員長 前川和則 

子どもや若者が、ボランティア活動や、自分た

ちの活動ができる環境や居場所を作りたい 

（これこれ企てたい） 

・若者が活動できる拠点が作りたい？→現実問題難

しいと思うので、拠点なしでできることを思ってい

る。 

・自分たちが身近に感じる問題をピックアップしな

いと→農業の担い手が少ない。何が問題なのかがわ

からないのが問題では。ex.選挙をネタに若者と関

わるきっかけを作るとか。 

・まずは自分のために（入口）→それが地域に還元

（出口）という感じでよいのでは。 

料理で婚活（これこれ企てたい） 

・婚活するにあたって、どういった内容、趣旨で行

うか。 

・一緒に何かをする、楽しめる活動 

・来月には４人集まって、何かをするため考えるこ

とを決定 

ほかに・・・「老後をいかに元気に楽しく過ごすに

は」というテーマも出されました。 

西京区の飲食店を元気にしたい 

（これこれ企てたい） 

・おすすめのお店を各自紹介 

・どんなことが考えられるか 

→食フェスの開催・フリーペーパー・食べ歩き会

の実施 

・当面は地元の人が地元で食べられる情報提供でき

たらいい。 

ふらっと・西京から生まれた 「西京・ふらっと婚活」 をご紹介します！ 

 


